













































































































































































口日本 35％ 21％ 12％ 32％ 0％
鷺台湾 26％ 20％ 37％ 14％ 3％
































































5％ ｝ ｝ 脚岬…㎜ 榊 岬㎜艸㎜㎜
0％ 覇??? ??? ???育家児族’と 確自保分すの ???　㎜確家保族すと ??????と ???
減 し 段 く 介協 る趣 動 る過 る過
ら つ 取 仕 護力 味 等 ご ご
す か り 事 をし の に す す
り を を すて 時 参 時 時
と 工 す る家 間 加 間 間
る
??
る 事 を を を
る
o日本7％ 11％ 19％ 17％ 13％ 13％ 2％ 8％ 8％ 2％
編台湾 14％ 8％ 14％ 15％ 6％ 14％ 2％ 16％ 10％ 2％
























































































先 を の 家 地 と 共家
優 生 庭 域 一 に庭先 活 生 地 優生
一 活 個 域 先活
を 一 人 と
優 を の 個 地
先 ??、 生 人 域
に 活 の
優 一 生 個
先 ?? 人
口日本 15％ 17％ 12％ 17％ 18％ 9％ 12％ 0％ 0％
繍台湾 11％ 9％ 11％ 9％ 6％ 6％ 11％ 3％ 34％



















































































































































































































































分類 質問項目 日本 台湾 中国 日本 台湾 中国


























地域 －施堀轍三熱．． 2％ 2％ 4％ 2％ 2％ 4％
－醗あ趣味の時間を
　　確保する 13％ 13％ 15％自分 友達ε過ごす時間を
　　．確保饅＿ 8％ 10％ 14％
21％ 24％ 30％
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薗給料田仕事量囚休日が少ない腰育児図介護田休養時間が少ない田その他
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　台湾では、主として「給料」と「仕事量」に問題ありと指摘している
が、回答者の50％以上が500人以上の大企業で就業していることから、産
業界や企業側でのWLBに対する意識の高揚や制度・政策の設定、浸透に
努めればWLBの普及改善の余地は大きい。
　中国では主に「仕事量」と「休日が少ない」ことがあげられている。経
済成長が著しい中国において、給料面では取り立てて問題はないが、仕事
量や休日のバランスがうまくとれず、それがWLBにも少なからず影響し
ていると考えられる。現在の成長がある程度安定期を迎える段階になれば
WLBの新たな展開が期待されよう。
第5章WLB社会実現に向けての要件と課題
　今回の調査で、WLB社会実現に向けての要件という観点から、「WLB
が実現される社会に近づくためには、何が必要だと思うか」という問いに
対して自由記述方式で回答を得た。集計した回答については、内容的には
要件というより要望といったニュアンスの記述も見受けられるが、要望も
含めてWLBのとれた社会実現の要件ととらえることにした。自由記述に
ついては、5．1「個人的な観点」、5．2「家庭生活の観点」、5．3「仕事・職場
の観点」、5．4「政府・地域社会の観点」の4つの領域に区分して考察する。
5．1　個人的な観点からの要件
　3か国に共通する要件は「意識変革」、「自己管理の確立」である。日本
の回答では主として「生活、家庭、地域への貢献意識の醸成」、「生活を重
視した仕事観の確立」、「時間および健康管理（肉体的な面だけでなく精神
的な面においても）、教養を含めた心を豊かにする自己啓発」が必要要件
としてあげられている。台湾においても「仕事と趣味など自分の時間の確
保」、「健康管理、自己啓発など自己管理」の必要性を強調した回答が多
い。中国では「仕事を離れたプライベートな生活時聞の充実」、「自分自身
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の内面的向上」、「時間管理の確立」などがあげられている。
　個人的な観点からの見解としては、政治・社会体制、国民性や社会文
化・伝統など各国の環境的異質性にとらわれず人間としての本質的な観点
から要件が語られているといってもよいであろう。
5．2　家庭生活の観点からの要件
　調査データが少なく記述内容の差異はほとんどない。3か国に共通する
要件は、「家族間の協力」、「健全で愛情に満ちた家庭生活の確立」と普遍
性をもつ内容である。
5、3　仕事・職場の観点からの要件
　記述回答としては量的に最も多い領域である。日本の場合、第4章の
WLBの阻害要因でも論述したように、労働時問や休日の面での改革、改
善がWLB社会実現に向けての要件としてあげられている。とくに定時退
社および残業削減の必要性や有給休暇の完全消化が可能な職場風土づくり
を要望する声が多い。また柔軟な働き方（Work　Flexibility）の推進が必要
とする声もある。そのために、まずは経営者そして従業員、いわば全社的
にWLBへの意識の向上や浸透、理解促進の必要性を述べる意見が多い。
さらに、日本の少子化・高齢化社会の進展にともなう介護支援の仕組みの
整備も要望としてあげられている。台湾の場合は、所定時間内での仕事の
遂行、そのための効率的な仕事の仕組みづくり、および休日の増加など労
働時問と休日に関する要件整備と共に、給与など経済的な側面での改善も
要件としてあげている。中国の場合も、台湾と同様に賃金のアップなど経
済的な改善を望む意見が多い。台湾、中国共WLBのとれた社会の実現が
賃金、給料といった実利的側面から捉えられているという点では、日本と
異なる観点でWLBが意識されているといえる。
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5．4　政府・地域社会の観点からの要件
　日本では、社会保障の充実や地方自治体の子育て支援策の確立があげら
れている。台湾の場合も国や地方自治体による福利厚生政策の充実を求め
ているが、日本の場合と同様の制度、政策の整備といった要件が要望され
ているといえよう。中国は国レベルでのWLB政策、制度の確立があげら
れている。本章の冒頭でも述べたように、WLBのとれた社会の実現の要
件として要望という意味合いの見解も多く、それも要件という範疇でまと
めた。3か国共各区分領域では差異というより共通性の方が多い。しか
し、WLBの現状や必要性は地域によって異なることから、その推進に際
しては、各国共自らの創意工夫のもとに、国や地域の実情に応じた展開、
支援を図る必要があろう。
　WLB社会に向けての共通課題としては、①国民の個人レベルでのWLB
に対する意識向上や理解促進、浸透　②国、地方・地域、企業レベルでの
WLB政策、制度の確立があげられる。これらの課題は、労働や経済的側
面からだけではなく、地域社会の文化風土や社会保障、あるいは教育、啓
蒙活動といった多角的な側面と関連させながら解決に向けての対応策（制
度、政策）を考える必要があろう。要件としての記述回答が3か国共最も
多い企業や職場レベルでは、経営サイドと労働者が協調して生産性の向上
に努めっつ、職場の意識や職場風土の改革とあわせ働き方の改革（休日や
有給休暇制度の確保、合理的な給料など）に自主的に取り組む必要があ
る。日本の場合、WLBの促進に積極的に取り組む企業もあり、今後はこ
うした企業における取り組みをさらに進め、社会全体の運動として広げて
いく必要がある。
結びにかえて
働く人々の価値観・二一ズ、生活態様や働き方に関する制度、政策は、
それぞれの国や企業の歴史や文化風土の影響を受けて異なる。しかし、本
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稿の調査は、既述しているように、日本および、今日、アジアの経済先進
国と称しても過言ではない台湾、中国の国民個人を対象にWLBの意識レ
ベル、WLBへの努力実態やWLBをとる上での障害とWLBのとれた社
会の実現に向けての意見から3か国のWLBの現状と課題の追究をねらい
としている。欧米や日本など先進国においてはWLBの社会的要請は年々
高まっており、日本と欧米諸国とのWLBの論議は多々見受けられるが、
漢字文化圏の主要国である日本、台湾、中国を取り上げてアジア圏内での
WLBの現状、課題に関しての調査は、欧米との比較調査と比べれば少な
い。一その意味で、本研究はアジアにおけるWLB調査の嗜矢的役割の一端
を果たすものかもしれない。
　今回の調査では、個人や企業・職場（仕事）、家庭生活の観点、領域に
ついての回答が比較的多い。個人レベルでWLBへの関心にっいては大き
な差異はないが、WLBにおけるWork（仕事・労働）における関心が日
本と台湾・中国とでは異なる。前者では労働時間や休暇を主体に労働政
策的側面を基盤にWLBをとらえているが、後者では賃金、給料という経
済的側面からWLBの問題をとらえる傾向が強い。このことは国民性や社
会・経済体制や状況、文化風土などの要素が少なからず影響していると思
われる。
　今回の調査は、概観的な枠組みで調査し、予備的調査の意味合いが強い
が、差異や共通点をより適正に分析把握するための他国との比較などグ
ローバルなスタンスでの調査は、調査対象者の属性、対象エリア（大都市
部、地方など）など比較対象や調査領域の整合性を明確にした枠組み設定
することが必要であり、そのことについては今後の課題としたい。
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＜注＞
1）厚生労働省「毎月勤労統計調査」結果確報1993～2008年。
2）Intemational　Institute　for　Management　Development：スイスに本部を
　　置く調査研究機関
＜参考文献＞
1．小倉一哉「日本の長時間労働」『日本労働研究雑誌』No．575Jun．2008，
　　労働政策研究・研修機構、4－16頁。
2．労働政策研究・研修機構「日本労働研究雑誌　特別号』No．583，2009．
3．堀眞由美「ワーク・ライフ・バランスと就業の柔軟性一日本とハワ
　　イ州の女性の就業比較一」『白鴎ビジネスレビュー』第19巻第2号、
　　2010年13月、白鴎大学ビジネス開発研究所、65－86頁。
4．Executive　O伍ce　ofThe　President　Council　of　Economic　Advisers，％娩一
　L旋Bα」伽08α％47漉Eoo％o吻づosげ％z妙」αoεEZ麗房」づ顔March2010
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＜添付資料＞
ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）に関するアンケート
　本調査は、「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」についてのアン
ケート調査です。仕事と生活の調和とは「国民一人ひとりがやりがいや充実感を感
じながら働き、仕事上の責任を果たすと共に、家庭や地域生活などにおいても、子
育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる
社会」と定義されています。
　仕事と、家事、育児、介護などの両立が困難であることや、雇用形態の変化、ラ
イフスタイルの多様化など様々な理由から「ワーク・ライフ・バランス」は近年で
は欧米、日本では特に注目されています。日本政府も「労働時間等の見直しガイド
ライン」を改正し、推進されるよう具体的に取り組むなど、現代社会の重要な課題
の一つとなっています。
　今回のアンケートでは、「ワーク・ライフ・バランス」について日本・中国・台
湾で比較を行い、分析することを目的としています。アンケート調査結果は、白鴎
大学大学院の研究調査の統計資料としてのみ使用し、個人情報は一切公開いたしま
せん。また、このアンケート結果は、白鴎大学大学院の論文でのみ使用します。調
査のご協力をお願いいたします。
　2010年11月15日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白鴎大学大学院堀研究室
　質問項目は、15問です。該当するものにチェック（図）や番号（例　①）をこの
調査用紙に直接ご記入の上、worklifebalance3＠×××へ添付メールにてご返送く
ださい。
1　年齢　□18歳未満
□5！歳以上
□19～25歳　□26～30歳　□31～40歳　□41～50歳
2．性別　□男性　□女性
3．現在住んでいる場所（例：OO県××市）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
4．配偶者　□有　□無
　　子供　□有（お子さんの年齢をご記入ください。 ）□無
5　業種
□農業・林業・漁業　□建設業　□製造業　□電気・ガス・熱供給・水道業
□情報通信業　□運輸業　□卸売・小売業　□金融・保険業　□不動産業　□飲
食店・宿泊業　□医療・福祉　□教育・学習支援業　ロサービス業　□公務員
□その他（　　　　　　　）
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6　勤務先規模
大（□500人以上□100人以上）中（□100人以下□50人以下）
小（口20人未満　□個人）　□その他（　　　　　　　）
7　就業形態　□正社員　□派遣社員　ロパート・アルバイト
ロその他（　　　　　　）
8　「ワーク・ライフ・バランス」ということばを
□聞いたことはあるがよく知らない　□意識している　□意識しているが実行で
　きていない　□知らない
9　日頃ワーク・ライフ・バランスのためにあなたは努力をしていますか。
□かなり努力をしている　□まあまあ努力をしている　□どちらともいえない
　□あまり努力をしていない　□ほとんど努力をしていない
10　問9で「かなり努力をしている」あるいは、「まあまあ努力をしている」と回答
　した方にお尋ねします。具体的にどのような努力をしていますか。＊複数回答可
　□残業を減らす　□年休をしっかりとる　□仕事の段取りを工夫する　□効率よ
　く仕事をする　□家族と協力して家事、育児、介護をする　□自分の趣味の時間
　を確保する　□地域活動等に参加する　□家族と過ごす時間を確保する　□友達
　と過ごす時間を確保する　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）
11　生活の中で「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度について、あ
　なたの希望に最も近いものに①、あなたの現状に最も近いものに②を、この中か
　らそれぞれ1つ選んでください。
　＊「地域・個人の生活」とは、地域活動（ボランティア活動、社会活動、つきあい
　　など）、学習・研究（学業も含む）、趣味・娯楽、スポーッなど。
　［コ「仕事」を優先　口「家庭生活」を優先　□「地域・個人の生活」を優先
　□「仕事」と「家庭生活」を共に優先　［コ「仕事」と「地域・個人の生活」を共
　に優先　□「家庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先　□「仕事」と「家
　庭生活」と「地域・個人の生活」を共に優先　□わからない
12　「仕事」「家庭生活」「地域活動」「学習・趣味・スポーツ」「休養」などの時間
　は十分とれていますか。＊各々一つだけ選んでください。
　・仕事のための時間（□十分とれている　□まあとれている　□あまりとれてい
　　ない　□全くとれていない）
　・家庭生活のための時間（□十分とれている　□まあとれている　□あまりとれ
　　ていない　□全くとれていない）
　・地域活動の参加する時問（□十分とれている　□まあとれている　□あまりと
　　れていない　□全くとれていない）
　・学習・趣味・スポーツなどのための時間（□十分とれている　□まあとれてい
　　る　□あまりとれていない　□全くとれていない）
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　・休養のための時間（□十分とれている　□まあとれている　□あまりとれてい
　　ない　□全くとれていない）
13あなたのワーク・ライフ・バランス度を点数にすると何点ですか。（満点は100点）
　（　　　　）点
14　ワーク・ライフ・バランスがとれていない方にお尋ねします。
　どうしてバランスがとれていないと思いますか。上位理由を2つ回答してください。
　□給料　□仕事量　□休日が少ない　□育児　□介護　［コ休養時問が少ない
　□その他（　　　　　　　　　　　　　）
15「ワーク・ライフ・バランスが実現される社会」に近づくためには、何が必要
　だと思いますか。
ご協力ありがとうございました。
　　　　　　　　　　（本学大学院教授）
（本学大学院経営学研究科修士課程2年）
（本学大学院経営学研究科修士課程2年）
（本学大学院経営学研究科修士課程1年）
（本学大学院経営学研究科修士課程1年）
（本学大学院経営学研究科修士課程1年）
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